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の評価どうする? 日本超音波医学会第 49 回関西地方学術集会. 2022 年 10

月 8 日; 大阪． 
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11 

 

5） 松原勇樹, 山野哲弘, 八木信一朗, 藤本智貴, 山野倫代, 全 完 ,中村 猛, 
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6） 大塚明子，山野倫代，阪口直子，藤仲直美，溝部佑希，岡部裕美，加藤
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部祐希, 藤仲直美, 瑞慶覧友香, 松原勇樹, 谷遼太郎, 高原在良, 藤本智

貴, 中村 俊, 高松一明, 彌重匡輝, 伊藤之康, 山野倫代, 全 完, 的場聖
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術の血行動態・左房機能に与える影響．第 32 回日本心エコー図学会学術集

会. 第 33 回日本心エコー図学会学術集会. 4 月 8-10 日; 米子． 
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明子, 加藤ゆず子, 山野哲弘, 的場聖明. 全身性エリテマトーデス症例における

心臓弁膜所見と疾患活動性の検討. 第 33 回日本心エコー図学会学術集会. 4

月 8-10 日; 米子． 
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子, 大塚明子, 加藤ゆず子, 瀧上雅雄, 山野哲弘, 的場聖明. 経皮的心房中

隔欠損閉鎖術後にデバイス再留置を行った一例. 第 33 回日本心エコー図学会

学術集会. 4 月 8-10 日; 米子． 

11） 江原秀慧, 山野哲弘, 瀧上雅雄, 松原勇樹,中西直彦, 山野倫代, 全 完, 

中村 猛, 的場聖明, 川尻英長, 沼田 智, 夜久 均. 心房中隔穿刺による左

心系同時圧測定が有用であった大動脈弁位機械弁機能不全かつ僧帽弁狭窄

の症例. 第 133 回日本循環器学会近畿地方会. 2022 年 6 月 18 日; Web 開

催． 
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第 133 回日本循環器学会近畿地方会アフタヌーンセミナー. 2022 年 6 月 18

日; Web 開催． 
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